
こ
の
度
、
『
新
国
訳
大
蔵
経
」
（
イ
ン
ド
撰
述
部
一
○
八
冊
）
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
の
「
如
来
蔵
・
唯
識
」
（
四
冊
）

の
一
冊
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
担
当
す
る
経
典
は
『
央
掘
魔
羅
経
』
（
四
巻
）
、
『
勝
鬘
獅
子
肌
一
乗
大
方
便
方
広
経
（
勝
鬘
経
）
』

（
一
巻
）
、
『
大
方
等
如
来
蔵
経
」
（
一
巻
）
、
そ
れ
に
「
仏
説
不
増
不
滅
経
」
（
一
巻
）
で
あ
る
。

こ
の
中
、
す
で
に
『
勝
鬘
経
』
は
蓮
沢
成
淳
に
よ
っ
て
国
訳
（
書
き
下
し
文
）
さ
れ
、
『
国
訳
一
切
経
」
の
「
宝
積
部
七
」
に
、
ま

た
『
如
来
蔵
経
」
と
『
不
増
不
滅
経
』
は
常
盤
大
定
に
よ
っ
て
国
訳
さ
れ
、
「
国
訳
一
切
経
」
の
「
経
集
部
六
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
録

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
国
訳
に
つ
い
て
、
今
回
改
め
て
異
を
称
え
た
り
、
況
ん
や
全
面
的
に
改
訂
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
の
問

題
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
国
訳
を
基
本
と
す
る
が
、
今
回
そ
れ
に
新
た
に
加
え
る
と
す
れ
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
本
の

現
存
す
る
『
勝
鬘
経
』
と
「
如
来
蔵
経
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の
経
典
が
引
用
さ
れ
て
い
る
如
来

蔵
思
想
の
論
耆
『
究
寛
一
乗
宝
性
論
」
（
以
下
『
宝
性
論
』
と
略
称
・
）
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
用
四
目
侭
○
目
ぐ
号
訂
鴨

巨
§
ご
習
○
５
国
国
口
園
劉
切
目
》
の
号
＆
耳
両
・
国
盲
冒
切
５
口
》
も
四
目
四
）
を
提
示
し
、
ま
た
、
『
勝
鬘
経
」
は
、
『
大
乗
集
菩
薩
学
論
」
に

も
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
＄
陦
削
‐
笛
Ｂ
ｐ
ｏ
８
意
ゞ
①
目
＆
ご
祠
炉
く
巴
島
四
》
国
の
目
堂
○
・
旨
）
と
、
さ

①

ら
に
は
最
近
に
な
っ
て
の
呂
冴
の
ロ
９
斤
目
○
口
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
土
仏
教
写
本
）
の
中
に
も
最
後
の
部
分
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断

簡
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
と
を
提
示
し
つ
つ
、
国
訳
を
試
み
た
。
そ
の
た
め
、
語
句
の
区

『
央
掘
魔
羅
経
」
に
お
け
る
「
如
来
蔵
」
管
見小

川

乗
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切
り
な
ど
で
、
先
学
の
国
訳
と
は
多
少
異
な
る
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
漢
訳
の
み
と
し
て
現
存
す
る
栗
増
不
減
経
」
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
が
引
用
さ
れ
て
い
る
『
宝
性
論
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
一
端
を
示
す
に
止
め
た
。

こ
れ
ら
三
経
典
に
比
べ
て
、
『
央
掘
魔
羅
経
」
は
、
こ
れ
ま
で
国
訳
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
今
回
が
最
初
の
国
訳
で
あ
る
が
、
す
で
に

②

本
経
に
つ
い
て
は
、
幾
人
か
の
先
学
に
よ
っ
て
注
意
さ
れ
、
そ
の
如
来
蔵
思
想
に
つ
い
て
概
観
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
国
訳
に
際
し
て
、

そ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
本
経
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
幸
い
に
も
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
本
が
現
存
し
、
し

か
も
、
内
容
的
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
相
異
は
な
く
、
漢
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
の
両
者
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
は
、
ほ
ぼ
同
類
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
漢
訳
だ
け
で
は
意
味
を
了
解
す
る
に
は
困
難
な
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
本
は
国
訳
に
当
た
っ
て

大
変
参
考
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
文
意
不
明
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
、
本
経
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

漢
訳
本
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
（
第
二
巻
、
ｚ
ｏ
届
ｓ
ｏ

『
央
掘
魔
羅
経
」
四
巻
、
劉
宋
求
那
賊
陀
羅
訳
。

チ
ベ
ヅ
ト
訳
本
北
京
版
『
西
蔵
大
蔵
経
」
（
ぐ
○
］
筐
ゞ
ｚ
ｏ
閏
巴
。

四
℃
弓
四
ｍ
の
‐
も
凹
め
○
Ｈ
‐
日
○
宮
も
言
の
己
‐
ず
四
‐
医
己
百
ｍ
ロ
‐
己
四
ｍ
彦
①
切
さ
目
、
‐
ず
皿
吾
の
叩
で
口
○
ず
の
ロ
‐
己
○
宮
口
亘
○
．
（
シ
ｑ
ｍ
‐
山
口
伽
昌
］
日
叫
」
引
冨
四
‐

目
目
騨
‐
日
四
厨
薗
口
四
‐
呂
目
・
聖
者
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
と
名
付
け
る
大
乗
経
典
）

翻
訳
者
の
鼻
息
百
号
盲
》
口
冨
同
日
四
国
笥
寅
目
８
画
・
皿
辰
》
の
言

ち
な
み
に
、
本
経
は
、
漢
訳
で
は
経
典
名
の
た
め
か
、
「
阿
含
部
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
「
諸
経
部
」
に
収
め
ら
れ

て
い
づ
勺
Ｃ

２



『
央
掘
魔
羅
経
」
（
四
巻
）
は
、
そ
の
経
典
名
に
表
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
お
い
て
伝
説
さ
れ
て
い
る
ア
ン
グ

リ
マ
ー
ラ
物
語
を
題
材
と
し
て
如
来
蔵
思
想
を
説
い
て
い
る
経
典
で
あ
る
。
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
物
語
と
は
、
舎
衛
城
の
バ
ラ
モ
ン
出
身
の

ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
（
崔
侭
巳
目
堅
四
》
音
写
語
の
一
つ
が
「
央
掘
魔
羅
」
、
意
訳
語
は
「
指
鬘
」
）
が
妻
に
懸
想
し
た
と
誤
解
し
た
、
師
の
命

に
よ
り
次
々
と
人
を
殺
し
、
自
ら
の
母
を
も
殺
害
し
よ
う
と
し
た
が
、
釈
尊
の
教
化
に
よ
っ
て
出
家
し
て
、
比
丘
と
な
っ
た
と
い
う
物
語

二
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
」
八
六
六
’
八
九
一
偶
）
で
あ
る
。
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
お
け
る
こ
の
物
語
が
、
実
話
か
否
か
、
ど
の
よ
う
な
形

成
過
程
を
持
っ
て
い
る
か
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
こ
れ
以
上
言
及
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
。

以
下
に
、
「
如
来
蔵
」
と
い
う
語
に
関
わ
る
用
例
に
注
意
し
な
が
ら
、
本
経
の
内
容
を
略
説
す
る
が
、
そ
の
中
に
挿
入
さ
れ
る
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
は
、
本
経
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
本
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
本
経
の
導
入
物
語
は
、
バ
ラ
モ
ン
を
師
と
す
る
「
一
切
世
間
現

田
厨
耳
の
口
讐
四
日
の
。
且
宍
冒
切
匡
国
口
“
且
侭
冨
）
」
と
い
う
弟
子
が
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
物
語

の
筋
書
き
通
り
に
、
か
な
り
の
着
色
が
加
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
多
く
の
人
々
を
殺
害
し
、
そ
の
指
を
花
鬘
の
よ
う
に
し
て
首
飾
り

と
し
た
為
に
、
恐
れ
ら
れ
て
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
（
指
鬘
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
そ
の
殺
人
鬼
ア
ン
グ

リ
マ
ー
ラ
が
、
釈
尊
の
教
化
に
よ
っ
て
調
伏
さ
れ
、
徴
悔
し
帰
仏
を
誓
う
に
至
る
。
そ
の
希
有
な
出
来
事
に
驚
嘆
し
、
諸
天
や
仏
弟
子
た

ち
が
次
々
と
登
場
し
て
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
を
賛
嘆
し
説
法
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
者
に
対
し
て
、
釈
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
教
法

の
真
意
（
密
意
趣
）
を
了
解
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
逆
に
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
か
ら
説
法
さ
れ
る
と
い
う
筋
書
き
で
あ
る
。
最

初
に
帝
釈
天
が
現
れ
て
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
を
賛
嘆
す
る
が
、
却
っ
て
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
か
ら
説
法
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
が
第
一
巻
で
あ

る
。
こ
こ
ま
で
の
所
に
は
ま
だ
「
如
来
蔵
」
（
国
昏
倒
盟
国
‐
闇
Ｈ
ｇ
印
）
と
い
う
語
は
見
当
た
ら
な
い
。

第
二
巻
で
は
、
引
き
続
い
て
次
々
と
、
諸
天
と
仏
弟
子
た
ち
が
登
場
し
て
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
を
賛
嘆
す
る
が
、
却
っ
て
釈
尊
の
教
え

の
真
意
（
密
意
趣
）
を
了
解
し
て
い
な
い
と
説
法
さ
れ
る
と
い
う
場
面
が
続
く
。
登
場
者
は
、
梵
天
王
、
四
天
王
、
摩
醗
首
羅
、
樹
神
、
３



舎
利
弗
、
大
目
腱
連
、
阿
難
、
羅
喉
羅
、
阿
那
律
と
続
い
て
、
次
の
沙
門
陀
娑
ｅ
開
画
冨
）
と
の
対
論
に
於
い
て
「
如
来
蔵
」

③

（
目
冨
鴨
国
‐
鴨
忌
冨
）
の
語
が
初
出
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
に
「
如
来
蔵
を
説
く
」
と
い
う
表
現
に
終
わ
っ
て
い
る
が
、
続
い
て

の
満
願
子
（
目
目
四
・
富
楼
那
）
と
の
対
論
で
は
、
声
聞
乗
の
立
場
か
ら
ア
ー
ト
マ
ン
を
否
定
す
る
無
我
が
説
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
ア

ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
、
釈
尊
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
に
如
来
蔵
は
な
い
と
も
、
一
切
衆
生
に
我
界
（
倒
目
四
‐
号
蜘
目
）
は
な
い
と
も
説
か
れ
て
い

な
い
と
応
答
し
、
こ
こ
に
「
如
来
蔵
す
な
わ
ち
我
界
」
と
説
か
れ
る
。
釈
尊
は
外
教
が
説
く
世
間
的
な
存
在
と
し
て
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
得

ら
れ
な
い
と
説
か
れ
た
か
ら
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
存
在
と
し
て
の
如
来
蔵
を
求
め
て
も
、
「
一
切
衆
生
に
お
い
て
如
来
蔵
な
く
、
求
め

④

て
得
ら
れ
な
ど
と
し
、
「
如
来
蔵
の
作
は
得
べ
か
ら
ず
。
如
来
性
（
９
段
言
‐
島
国
目
）
は
こ
れ
無
作
な
り
」
と
。
従
っ
て
「
如
来
蔵
を

⑤

聞
く
も
信
楽
を
生
ぜ
ず
」
な
ど
と
説
か
れ
、
し
か
も
如
来
蔵
は
常
住
で
あ
っ
て
一
切
衆
生
に
あ
る
と
説
き
始
め
る
。
そ
の
対
論
の
部
分
は

⑥

す
で
に
一
応
の
和
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
言
及
す
る
こ
と
は
省
略
し
、
そ
の
終
わ
り
の
部
分
の
一
文
を

す
で
に
一
応
の
和
訳
か
尖

国
訳
で
示
す
に
止
め
る
。

油
は
水
と
雑
る
こ
と
不
可
得
な
る
如
く
、
是
の
如
く
、
無
量
の
煩
悩
が
如
来
性
を
覆
う
も
、
仏
性
は
煩
悩
と
雑
る
こ
と
、
是
の
庭
あ

る
こ
と
無
し
。
而
も
、
是
の
仏
性
は
煩
悩
の
中
に
住
せ
り
。
瓶
の
中
の
燈
の
如
く
、
瓶
を
破
す
れ
ば
則
ち
現
れ
り
。
瓶
と
は
謂
く
煩
⑦

悩
な
り
。
燈
と
は
謂
く
如
来
蔵
な
り
。
如
来
蔵
を
説
く
者
は
、
或
い
は
是
れ
如
来
、
或
い
は
是
れ
菩
薩
、
或
い
は
是
れ
声
聞
な
り
。

こ
こ
に
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
故
に
、
一
切
衆
生
は
如
来
蔵
の
有
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う
、
如
来
蔵
と
煩
悩
と
の
関
係
が
説
か

れ
る
。
続
い
て
の
孫
陀
羅
難
陀
、
優
波
離
、
文
殊
師
利
、
舎
利
弗
と
の
対
論
の
中
で
は
「
如
来
蔵
」
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

⑧

最
後
の
対
論
者
で
あ
る
大
目
腱
連
と
の
対
論
の
中
で
如
来
蔵
思
想
と
深
い
関
係
に
あ
る
一
閏
提
胃
。
盲
目
富
）
が
「
邪
定
の
者
」
に

し
て
「
十
悪
行
を
具
足
す
る
者
」
と
説
か
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
如
来
蔵
」
と
の
直
接
的
な
関
係
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
か
し
、

一
切
衆
生
の
救
済
を
説
く
大
乗
仏
教
に
お
い
て
こ
そ
「
一
切
衆
生
は
悉
く
如
来
蔵
を
有
す
る
」
と
説
か
れ
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
よ
う
な

殺
人
鬼
で
あ
っ
て
も
、
帰
仏
し
て
釈
尊
の
弟
子
と
な
る
と
い
う
本
経
の
主
題
か
ら
す
れ
ば
、
大
乗
『
浬
藥
経
』
に
お
い
て
、
正
法
を
誹
誇

4



第
三
巻
で
は
、
ま
ず
、

一
切
の
衆
生
の
命
は
、
皆
、
飲
食
に
由
り
て
住
せ
り

是
れ
則
ち
声
聞
乗
に
し
て
、
斯
れ
摩
訶
術
に
非
ざ
る
な
り

所
謂
、
摩
訶
桁
は
、
食
を
離
れ
て
も
、
常
に
堅
固
な
り

と
、
大
乗
「
浬
藥
経
」
と
同
等
の
趣
旨
で
、
声
聞
乗
と
大
乗
と
を
対
比
し
て
專
ら
「
如
来
常
住
」
が
説
か
れ
、
続
い
て
、
十
方
の
諸
々
の

仏
国
土
の
諸
仏
た
ち
こ
そ
が
、
実
は
釈
尊
と
な
っ
て
い
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
「
八
十
億
の
仏
は
皆
な
是
れ
一
仏
に
し
て
、
即
ち
是
れ
我

⑩

が
身
な
り
」
と
、
諸
仏
と
そ
の
国
土
が
綿
々
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
箇
所
で
「
如
来
蔵
」
に
関
わ
る
表
現
が
少
し
く
見
い
だ
さ

れ
る
の
で
、
そ
れ
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

す
る
者
と
か
、
善
根
を
断
じ
て
い
る
者
と
言
わ
れ
る
一
閏
提
で
あ
っ
て
も
、
仏
性
を
有
し
、
や
が
て
は
回
心
し
て
不
成
仏
か
ら
成
仏
へ
と

転
じ
て
い
く
と
説
か
れ
て
い
る
、
そ
の
一
閏
提
が
こ
こ
に
登
場
す
る
の
は
極
め
て
自
然
な
流
れ
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー

ラ
こ
そ
が
一
間
提
と
言
わ
れ
る
べ
き
具
体
的
な
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
終
わ
り
に
、
釈
尊
は
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
に
対
し
て
「
出
家
し
て
三
帰
依
を
受
け
よ
」
と
勧
め
、
次
々
と
童
真
浄
戒
、
不
殺
生
戒
、

不
妄
語
戒
、
不
飲
酒
戒
、
不
婬
浄
戒
、
離
不
與
取
戒
、
不
歌
舞
戒
を
授
け
、
第
二
巻
は
終
わ
る
が
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
戒
と
は
常
識
的
な

内
容
の
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
そ
の
最
後
の
不
歌
舞
戒
と
は
、
如
来
蔵
を
讃
え
て
歌
調
す
る
こ
と
で
あ
る
と
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ

て
い
う
Ｑ
Ｏ

如
来
蔵
を
宣
示
し
て
、
嵯
歎
し
て
「
善
き
哉
」
と
称
え
ん
。

彼
の
諸
仏
の
所
に
於
い
て
、
如
来
の
常
住
な
る
を
間
き
て
、

⑨

恒
に
妙
音
を
以
て
、
大
乗
の
修
多
羅
を
荊
さ
ん
。

戸
、



常
住
」
を
説
く
大
乗
『
浬
梁
経
』

が
挿
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
四
巻
で
は
、
「
正
法
住
世
余
八
十
年
」
と
い
う
時
に
当
た
り
、
如
来
蔵
を
説
く
と
い
う
こ
と
が
如
何
に
難
事
で
あ
る
か
を
説
き
、

そ
れ
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
菩
薩
の
み
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
こ
の
一
連
の
文
脈
の
中
で
、
「
如
来
常
恒
不
変
如
来
之
蔵
」
の
一

文
が
続
出
す
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
単
に
「
如
来
蔵
」
と
あ
る
だ
け
で
、
「
如
来
常
恒
不
変
」
の
語
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
は
「
法
身

常
住
一
を
説
く
大
乗
『
浬
梁
経
』
が
す
で
に
法
顕
や
曇
無
識
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
影
響
の
下
で
漢
訳
者
（
求
那
賊
陀
羅
）

続
い
て
の
文
殊
に
対
す
る
釈
尊
の
説
法
の
中
で
、
文
殊
が
、
声
聞
乗
の
立
場
か
ら
、
央
掘
魔
羅
に
対
し
て
、

如
来
蔵
と
は
何
の
義
あ
る
や
。
若
し
一
切
衆
生
が
悉
く
如
来
蔵
を
有
す
な
ら
ば
、
一
切
衆
生
は
皆
、
ま
さ
に
仏
と
作
る
べ
き
に
、
一

切
衆
生
は
皆
、
ま
さ
に
殺
と
盗
と
邪
婬
と
妄
語
と
飲
食
等
の
不
善
業
の
跡
あ
る
べ
し
。
何
を
以
て
の
故
な
り
。
一
切
衆
生
が
悉
く
仏

性
を
有
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
一
時
に
度
を
得
く
し
。
若
し
仏
性
を
有
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
逆
罪
、
及
び
一
閏
提
を
作
す
べ
き
や
。

若
し
我
（
輿
白
目
）
あ
ら
ぱ
、
我
界
（
理
日
四
‐
号
騨
匡
）
こ
そ
、
ま
さ
に
一
切
の
有
を
度
す
べ
し
。
是
の
故
に
、
世
間
に
我
あ
る
こ
と

⑰

な
く
、
界
あ
る
こ
と
な
し
。
一
切
法
は
無
我
な
り
と
、
是
れ
諸
仏
の
教
な
り
。

、

身
を
生
ず
。

⑪

如
来
蔵
を
清
浄
に
す
る
法
を
演
説
す
る
。

⑫

個
性
（
昌
冨
‐
倖
四
目
）
な
る
如
来
之
蔵
を
隠
さ
ず
に
、
一
切
衆
生
の
安
慰
の
為
に
説
く
が
故
に
、
こ
の
恒
身
を
生
ぜ
り
。⑬

如
来
蔵
を
虚
空
の
鳥
跡
の
如
く
に
説
い
て
、
仏
性
（
言
邑
冨
‐
号
騨
巨
）
を
顕
現
せ
し
む
る
が
故
に
、
不
可
見
身
を
生
ず
。

無
量
な
る
衆
生
の
諸
の
天
、
及
び
人
の
無
我
見
に
執
す
る
を
転
じ
、
以
て
難
見
な
る
如
来
蔵
を
示
す
が
故
に
、
一
切
衆
生
に
難
見
之

‐
⑮

如
来
蔵
を
間
き
て
、
一
切
衆
生
が
諸
煩
悩
を
断
じ
て
便
ち
仏
と
成
る
を
得
る
〔

⑯

一
切
衆
生
の
第
一
の
界
ａ
冨
目
）
な
る
無
垢
な
る
如
来
蔵
。
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本
経
に
お
け
る
如
来
蔵
思
想
の
特
色
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
如
来
は
常
住
堅
固
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
、
如
来
蔵
は
有
る
と
い
う
主
張

と
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
如
来
常
住
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
有
如
来
蔵
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
と
い
う
、

そ
の
思
想
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
説
く
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
大
乗
の
「
浬
梁
経
』
に
説
か
れ
る
「
法
身
常
住
」

と
「
悉
有
仏
性
」
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
乗
の
「
浬
藥
経
」
の
場
合
は
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
お
け
る
『
浬
藥
経
」
が
、

釈
尊
の
入
滅
に
到
る
ま
で
の
最
後
の
旅
と
し
て
編
蟇
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
肉
身
の
釈
尊
が
入
滅
し
て
し
ま
え
ば
、
帰
依
三
宝
の
中

の
最
も
大
事
な
仏
宝
が
存
在
し
な
く
な
る
と
い
う
深
刻
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
肉
身
と
し
て
の
釈
尊
を
釈
尊
た
ら
し
め
た
そ
の
法
〔

と
い
う
問
い
を
発
す
る
と
、
釈
尊
が
．
切
衆
生
は
如
来
蔵
を
有
す
も
、
無
量
の
煩
悩
の
為
に
覆
わ
れ
り
。
瓶
の
中
の
燈
の
如
し
」
と
、

そ
れ
に
応
答
し
、
如
来
蔵
が
有
っ
て
も
、
必
ず
し
も
仏
と
な
り
解
脱
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
一
間
提
と
な
り
逆
罪
を
も
犯
す
こ
と

を
、
譽
瞼
を
も
っ
て
説
き
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
大
乗
「
浬
梁
経
」
に
お
い
て
、
肉
身
の
釈
尊
の
入
滅
（
無
常
）
と
法
身
の
常

住
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
無
常
・
苦
・
無
我
・
不
浄
と
い
う
声
聞
乗
の
立
場
か
ら
の
問
い
と
、
そ
れ
に
対
す
る
常
・
楽
・
我
・
浄
と
い
う

大
乗
の
立
場
か
ら
の
応
答
が
説
か
れ
て
い
る
、
そ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
部
分
も
本
経
の
重
要
な
箇
所
と
見
な
さ
れ
、

⑬

す
で
に
一
応
の
和
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
内
容
に
立
ち
入
ら
な
い
が
、
そ
の
中
に
は
、
「
如
来
蔵
」
の
思
想
的
根
拠
の
一

つ
で
あ
る
「
自
性
清
浄
心
客
塵
煩
悩
」
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
。

最
後
に
至
り
、
本
経
が
誹
誇
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
一
閏
提
と
な
っ
て
い
る
と
し
、
特
に
カ
シ
ミ
ー
ル
の
国
名
を
挙
げ
、
大
乗
仏
教
を

信
奉
し
て
い
る
の
は
半
数
に
過
ぎ
な
く
、
南
方
の
菩
薩
た
ち
は
如
来
蔵
を
説
い
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
か
ら
本
経
が
説

か
れ
た
頃
の
時
代
背
景
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
注
意
が
引
か
れ
る
。

本
経
に
お
け
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
物
語
の
結
末
は
、
舎
衛
国
の
波
斯
匿
王
に
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
が
帰
仏
し
た
こ
と
を
示
し
、
彼
の
殺
戦

な
ど
は
す
べ
て
幻
化
で
あ
る
と
教
え
て
結
ば
れ
て
い
る
。



さ
ら
に
本
経
に
説
か
れ
る
「
如
来
蔵
」
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
殺
人
鬼
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
所
業
は
因
縁
所
生
で
あ
る
と
説
く
こ
と

か
ら
必
然
的
に
引
き
出
さ
れ
る
、
業
報
に
よ
る
輪
廻
転
生
と
い
う
前
世
の
業
と
い
う
業
の
在
り
方
（
宿
業
）
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
輪
廻
転
生
と
い
う
業
の
在
り
方
を
否
定
す
る
の
が
「
如
来
蔵
」
で
あ
り
、
本
経
は
輪
廻
の
業
に
束
縛
さ
れ
苦
悩
す
る
人
々
を

⑲

救
済
し
よ
う
と
す
る
如
来
の
誓
願
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

身
は
常
住
で
あ
る
と
い
う
「
法
身
常
住
」
と
い
う
主
題
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
が
「
悉
有
仏
性
」

で
あ
る
と
い
う
、
相
互
の
明
確
な
関
係
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
経
に
お
け
る
「
如
来
常
住
」
と
「
有
如
来
蔵
」
と
の
関
係
は
ど
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
殺
人
鬼
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
物
語
を
題
材
と
し
て
、
一
閏
提
に
等
し
い
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
が
釈
尊
の

教
化
に
よ
り
回
心
し
て
比
丘
と
な
る
と
い
う
事
柄
を
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る
一
切
衆
生
が
救
済
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
の

た
め
の
最
適
な
材
料
と
し
た
と
い
う
こ
と
は
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
因
縁
に
よ
っ
て
殺
人
鬼
と
も
な
り
、
因
縁
に
よ
っ
て
比

丘
と
も
な
る
、
殺
人
鬼
も
仮
で
あ
り
、
比
丘
も
仮
で
あ
る
、
と
い
う
大
乗
仏
教
の
「
空
」
の
思
想
に
基
づ
く
論
理
が
常
に
密
意
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
密
意
趣
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
「
如
来
常
住
・
有
如
来
蔵
」
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
く
し
く
も
、
大
乗
「
浬

藥
経
」
に
お
い
て
も
、
有
名
な
王
舎
城
で
起
こ
っ
た
史
実
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
悲
劇
物
語
、
父
王
ピ
ン
ビ
サ
ー
ラ
（
頻
婆
娑
羅
）
を

殺
害
す
る
と
い
う
五
逆
罪
の
一
つ
を
犯
し
た
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
（
阿
闇
世
）
の
慎
悩
と
そ
の
救
済
が
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
『
沙
門

果
経
」
を
下
地
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
物
語
と
同
様
の
意
趣
で
、
本
経
に
お
け
る
殺
人
鬼
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
帰
仏
を
了
解
す

と
こ
ろ
で
、
本
経
と
如
来
蔵
思
想
を
説
く
他
の
経
典
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
特
に
、
本
経
と
大
乗
『
浬
梁
経
」
と
の
関
係
が
問
題
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
経
に
見
い
だ
さ
れ
る
「
如
来
蔵
」
（
冨
言
僧
騨
国
‐
鴨
号
冨
）
に
関
わ
る
用
語
を
管
見
す
る
と
、
如
来

蔵
思
想
に
つ
い
て
体
系
的
な
解
釈
を
論
述
し
て
い
る
「
宝
性
論
」
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る
、
「
如
来
蔵
」
思
想
に
関
わ
る
‐
偲
呂
富

果
経
」
を
下
地
と
‐

る
こ
と
が
で
き
る
。
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訳
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

と
‐
監
輿
屋
と
胸
９
国
と
の
三
用
例
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
本
経
で
は
、
こ
の
‐
鴨
号
冨
の
用
語
の
他
に
「
仏
性
」
（
盲
屋
富
‐
号
騨
匡
）
に

代
表
さ
れ
る
‐
号
騨
こ
の
用
例
が
可
成
り
多
く
、
特
に
第
三
巻
に
お
い
て
集
中
的
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
‐
今
副
匡
の
チ
ベ

ッ
ト
訳
に
つ
い
て
は
、
本
経
で
は
、
‐
身
日
②
と
‐
琴
ｍ
日
切
と
が
混
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
用
語
で
あ
る
「
仏
種
姓
」

（
言
尽
ぽ
い
○
菌
）
と
い
う
‐
唱
冒
の
用
例
は
、
「
如
来
蔵
」
と
の
関
係
に
お
い
て
本
経
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
と
も
か
く
も
、
如
来

蔵
思
想
に
お
い
て
、
こ
の
‐
号
製
巨
の
思
想
は
、
特
に
大
乗
『
浬
藥
経
」
に
お
い
て
仏
性
思
想
と
し
て
確
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
‐
号
製
匡
が
本
経
に
お
い
て
か
な
り
思
想
的
に
、
例
え
ば
、
「
一
切
衆
生
の
‐
島
竪
巨
は
法
の
‐
島
割
匡
で
あ
る
」
と
か
、
「
ア
ー
ト
マ
ン
の

‐
岸
里
巨
」
と
か
「
無
垢
の
‐
烏
凹
巨
」
．
っ
の
号
創
旦
等
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
先
に
触
れ
た
肉
身
の
釈
尊
の
入
滅
と
い
う
大

乗
『
浬
藥
経
」
の
主
題
で
あ
る
「
正
法
住
世
（
正
法
欲
滅
）
余
八
十
年
」
と
い
う
危
機
課
題
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
仏
の
‐

号
騨
ロ
は
ア
ー
ト
マ
ン
の
‐
昏
倒
宮
で
あ
る
が
、
そ
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
外
道
の
説
く
ア
ー
ト
マ
ン
で
は
な
い
と
言
っ
た
説
き
方
で
説
明
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
き
、
本
経
と
大
乗
「
浬
樂
経
」
と
の
関
係
は
深
い
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

本
経
と
大
乗
『
浬
藥
経
』
と
の
前
後
関
係
を
考
え
る
に
つ
い
て
、
先
学
に
よ
っ
て
、
本
経
に
お
け
る
次
の
一
文
が
注
意
さ
れ
て
い
る
。

⑳

如
来
は
常
住
な
り
と
、
大
般
浬
梁
の
甘
露
の
法
を
聴
聞
す
る
を
具
足
し
て
、

と
い
う
こ
の
一
文
が
大
乗
『
浬
藥
経
」
を
年
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
こ
の
チ
ベ
ッ
ト

こ
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
知
ら
れ
る
そ
の
内
容
は
、
釈
尊
は
八
十
歳
で
般
浬
桑
す
る
が
、
如
来
は
常
住
で
あ
る
か
ら
、
釈
尊
は
死
ん
だ
の

で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
の
文
意
は
大
乗
「
浬
藥
経
」
の
意
趣
そ
の
も
の
で
あ
る
。

如
来
は
常
住
堅
固
で
あ
り
、
般
浬
梁
す
る
も
不
死
で
あ
る
と
聞
い
て
、

（
』
の
ず
い
写
甘
口
い
め
①
函
切
も
四
門
●
岸
四
ｍ
己
四
ｍ
胃
巨
Ｈ
〕
Ｑ
Ｈ
巨
昌
計
寄
の
Ｈ
国
口
的
の
計
の
｜
国
○
口
の
の
ｐ
Ｈ
冒
冒
ｍ
ｐ
ｍ
ロ
』
印
の
｝
］
」
凹
め
で
ゆ
く
、
．
｝
］
○
ヶ
冒
岸
）
四
門
口
の
」
己
四
門
．
言
｝
一
○
め

、

、
坐
‐

｛
Ｑ
の⑳

再
〕
凹
め
）



と
も
か
く
も
、
こ
れ
ら
の
用
例
に
よ
る
、
本
経
と
大
乗
「
浬
藥
経
」
と
の
関
係
、
及
び
如
来
蔵
思
想
を
説
く
他
の
経
典
と
の
関
係
な
ど

に
つ
い
て
の
検
討
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
本
経
の
国
訳
と
い
う
与
え
ら
れ
た
役
目
を
終
え
た
時
点
で
、
先
学
の
本
経
に
対
す
る
研

⑳

究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
経
に
お
け
る
「
如
来
蔵
」
に
つ
い
て
管
見
し
た
と
い
う
報
告
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
。

で
は
な
い
仏
性
（
言
且
菌
‐
島
騨
匡
）
は
、
一
切
衆
生
に
お
け
る
究
極
の
相
で
あ
る
」
令
鼻
も
い
弓
聖
山
Ｉ
巴

⑤
大
正
五
二
五
頁
下
一
七
行
目
。

⑥
大
正
五
二
五
頁
上
九
行
目
’
五
二
六
頁
下
四
行
目
。
「
高
崎
著
』
一
九
五
’
二
○
三
頁
。

⑦
大
正
五
二
六
頁
中
二
二
’
二
六
行
目
。

Ｔ
↓
「
例
え
ば
、
水
と
油
が
混
じ
わ
る
こ
と
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
、
仏
性
（
言
＆
言
‐
島
輿
匡
）
も
ま
た
無
量
の
煩
悩
に
覆
わ
れ

て
い
て
、
し
か
も
煩
悩
と
仏
性
は
混
ざ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
〔
仏
〕
性
は
無
量
の
煩
悩
の
中
に
あ
る
と
い
え
ど
も
、
瓶
の
中
に
燈
が
あ
る
よ

う
に
、
瓶
を
壊
す
と
き
、
燈
は
あ
ら
わ
れ
輝
く
の
で
あ
る
。
如
来
蔵
を
説
く
者
は
等
覚
者
で
あ
る
」
弓
鳥
も
圏
Ｐ
甲
①
Ｉ
巴

⑧
大
乗
「
浬
藥
経
』
（
北
本
『
大
般
浬
藥
経
』
「
如
来
性
品
第
四
」
大
正
三
九
三
頁
中
）
で
は
、
一
閏
提
は
、
仏
性
を
有
し
て
い
る
が
、
正
法
を
誹
誇

し
成
仏
を
求
め
な
い
か
ら
不
成
仏
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
正
法
を
求
め
れ
ば
成
仏
で
き
る
身
と
な
り
、
一
間
提

註①
唇
目
ロ
ｏ
宮
ご
シ
日
の
目
〕
跨
目
肝
の
国
日
巴
乱
の
く
風
日
宮
口
智
甘
目
号
笛
ｍ
日
国
司
国
四
目
の
邑
厨
旨
弓
の
の
（
注
葛
の
ロ
９
斤
目
○
ロ
（
こ
れ
は
い
貝

の
①
日
旨
閏
旦
国
戸
畠
の
。
（
、
［
旦
旦
巨
異
戸
胃
印
画
ロ
ｍ
日
甘
厨
旨
弓
①
の
。
昏
己
国
①
ロ
○
○
］
］
の
９
５
口
）
ロ
巨
口
の
』
○
二
８
昌
駕
戸
胃
④
＠
ｍ
ｇ
旨
の
国
〆
員
言
○
冒
号
口
己
く
田
巴

ご
】
国
の
昌
巳
に
お
い
て
配
布
さ
れ
た
レ
ジ
ュ
メ
で
あ
る
。
）

②
高
崎
直
道
著
一
如
来
蔵
思
想
の
形
成
』
（
春
秋
社
）
第
二
章
「
如
来
蔵
と
仏
性
」
第
二
節
『
央
掘
魔
羅
経
』
一
九
一
’
二
三
三
頁
。
中
村
瑞
降

「
央
掘
魔
羅
経
に
つ
い
て
」
（
『
福
井
博
士
頌
寿
記
念
・
東
洋
思
想
論
集
』
、
四
三
二
’
四
四
八
頁
）
。

③
大
正
五
二
四
頁
下
二
九
行
目
。

④
大
正
五
二
五
頁
中
一
六
’
一
七
行
目
。

Ｔ
↓
「
作
ら
れ
た
も
の
と
し
て
の
如
来
蔵
（
目
冨
鴨
国
‐
阻
弓
盲
）
は
、
努
力
し
て
求
め
て
も
得
ら
れ
な
い
。
一
切
衆
生
に
お
い
て
作
ら
れ
た
も
の

で
は
な
い
仏
性
（
言
且
菌
‐
島
四
目
）
は
、
一
切
衆
生
に
お
け
る
究
極
の
相
で
あ
る
」
令
鼻
も
い
弓
聖
山
Ｉ
巴

ご
シ
目
の
ロ
ロ
跨
目
肝
の
国
日
巴
乱
の
司
巴
日
冨
愚
烏
Ｂ
ａ
の
留
め
日
国
司
Ｈ
，
侭
日
四
〕
厨
旨
弓
の
の
。
ご
淵
ロ
（
〕
（
筐
の
ｇ
５
ｐ
．
（
こ
れ
は
曽
堅

団
戸
畠
の
。
（
、
［
旦
旦
巨
異
戸
胃
印
画
ロ
ｍ
日
甘
厨
旨
弓
①
の
（
〕
｝
恩
国
①
ご
○
（
筐
の
９
５
口
）
ロ
巨
口
の
』
○
二
８
昌
駕
戸
胃
④
＠
ｍ
ｇ
旨
の
甲
冑
耳
言
○
丘
（
口
己
く
田
巴
‐

に
お
い
て
配
布
さ
れ
た
レ
ジ
ュ
メ
で
あ
る
。
）

者
『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
」
（
春
秋
社
）
第
二
章
「
如
来
蔵
と
仏
性
」
第
二
節
『
央
掘
魔
羅
経
』
一
九
一
‐
ｉ
二
三
三
頁
。
中
村
瑞
隆

榧
に
つ
い
て
」
（
『
福
井
博
士
頌
寿
記
念
・
東
洋
思
想
論
集
』
、
四
三
二
’
四
四
八
頁
）
。
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⑰
大
正
五
三
九
頁
上
一
四
行
目
’
二
○
行
目
。

⑱
大
正
五
三
九
頁
上
一
四
行
目
’
五
四
○
下
二
六
行
目
。
『
高
崎
著
』
二
○
三
’
二
一
三
頁
。

⑲
「
世
尊
。
彼
本
悪
業
故
到
此
死
。
仏
告
文
殊
師
利
。
勿
作
是
説
。
彼
非
時
死
耳
。
非
本
悪
業
報
也
。
文
殊
時
利
。
彼
仏
不
知
先
悪
業
報
而
記
之
耶
。

無
先
悪
業
今
作
過
以
致
失
命
耳
。
…
…
」
（
大
正
五
三
九
頁
中
二
’
五
行
目
）
。
Ｔ
↓
片
目
○
己
四
切
目
ロ
冒
厨
冨
冒
の
唱
日
日
○
房
８
日
昼
目

言
二
四
ｍ
弄
望
芦
切
ワ
戸
口
ず
め
厨
四
］
で
凹
一
唇
］
四
日
Ｑ
で
昌
匡
の
叩
弄
四
Ｑ
Ｈ
口
国
の
Ｒ
ｇ
ｍ
ｌ
ｇ
の
己
］
９
厘
切
目
四
国
一
ロ
ロ
画
昏
』
○
ず
い
Ｈ
す
い
す
も
画
鴛
①
（
ロ
．
Ｑ
匡
切
日
回
国
罠
口
も
四
厨
四
日
ず
印
ゴ

ロ
山
、
庁
①
）
｜
切
口
○
口
一
四
の
ロ
四
国
で
勉
丘
胃
四
ｍ
で
、
日
国
印
冒
』
国
ロ
○
｜
’
ず
。
○
ロ
］
一
匹
四
国
彦
匡
四
ｍ
ｇ
①
ず
い
写
戸
口
ぬ
い
①
ぬ
い
で
四
］
匡
口
ｍ
庁
○
口
も
四
口
四
一
匹
の
い
い
。
○
ロ
胃
凹
め
ず
］
四
ｍ
己
印
旨
口
房

ヨ
穴
写
園
①
ロ
℃
陣
門
旨
ロ
ウ
の
国
ロ
扇
ｍ
丙
卸
ロ
｜
巳
の
日
切
口
○
口
医
の
ず
ぎ
四
の
己
四
（
ロ
切
昌
○
口
匿
い
。
ｍ
ロ
も
四
ケ
胃
回
め
壱
四
の
）
の
亘
ず
ぃ
日
四
冒
口
ｍ
冒
一
ず
ｇ
ｍ
ｍ
ｐ
匡
穴
営
め
計
の
｜

巨
樹
四
の
冨
且
：
｜
｜
弔
鼻
も
器
跨
函
４
１
甲
こ
「
そ
れ
は
前
業
が
悪
を
作
し
た
か
ら
死
ん
だ
の
で
す
か
。
世
尊
は
言
わ
れ
た
。
文
殊
よ
、
そ
の

よ
う
に
言
っ
て
は
い
け
な
い
。
時
な
ら
ぬ
雨
で
あ
り
ｅ
・
単
に
時
な
ら
ず
し
て
早
く
死
ん
だ
の
で
あ
り
）
、
前
業
が
悪
を
作
し
た
か
ら
で
は
な
い
。

世
尊
・
如
来
が
授
記
す
る
と
き
、
彼
に
よ
っ
て
前
業
が
作
さ
れ
た
の
を
知
ら
な
い
で
授
記
を
な
す
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
彼
は
前
業
が
〔
悪
を
〕
作
し

た
か
ら
死
ん
だ
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
で
過
ち
を
為
し
、
自
分
が
殺
し
た
の
で
あ
る
」
。

．
切
衆
生
無
本
業
耶
。
仏
告
文
殊
師
利
。
彼
有
本
業
但
少
聞
是
経
。
無
量
阿
僧
祇
罪
皆
悉
除
滅
。
所
以
者
何
。
如
来
無
量
阿
僧
祇
劫
発
大
誓
言
。

｜
切
衆
生
未
度
令
度
。
未
脱
令
脱
。
以
此
誓
願
善
根
。
如
来
慧
日
光
明
所
照
。
無
量
阿
僧
祇
罪
皆
悉
除
滅
」
（
大
正
五
三
九
頁
中
一
三
’
一
八
行
目
）
。

Ｔ
ｌ
↓
｜
の
①
日
の
８
口
三
四
日
の
８
匹
胃
四
目
○
ロ
ケ
、
営
め
も
四
宮
毎
ｍ
日
興
日
。
言
ｍ
ｍ
の
の
す
い
旨
一
四
日
一
ヶ
穴
呂
の
厨
四
］
冒
目
丘
○
乱
の
函
め
ゞ
○
匡
○
の
の
唇
ず
胃
匡
画
日
○
匡

⑭
大
正
五
三
六
頁
下
六
’
八
行
ロ

⑮
大
正
五
三
七
頁
中
一
○
’
一

⑯
大
正
五
三
七
頁
中
一
九
行
目
。

⑫
大
正
五
三
六
頁
中
二
四
’
二
五
行
目

⑬
大
正
五
三
六
頁
下
五
ｉ
六
行
目
。

⑭
大
正
五
三
六
頁
下
六
’
八
行
目
。

⑮
大
正
五
三
七
頁
中
一
○
’
二
行
目

⑨
大
正
五
三
一
頁
中
坐

⑩
大
正
五
三
五
頁
下
一

⑪
大
正
五
三
六
頁
中
一

で
は
な
く
な
る
と
い
う
意
味
で
「
不
定
の
者
」

大
正
五
三
一
頁
中
七
’
九
行
Ｈ
・

大
正
五
三
五
頁
下
二
一
’
二
二
行
目
。

矛〒
1J

目

と
も
説
か
れ
て
い
る
。
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⑳⑳⑳
穴
昌
一
一
号
｝
』
○
い
で
包
房
四
［
己
、
昌
岳
、
Ｈ
凹
口
の
高
屋
①
匡
己
四
ヶ
一
く
ｍ
ｐ
ｍ
Ｈ
四
国
、
日
の
Ｑ
も
四
口
の
び
園
凹
め
で
い
ぼ
］
』
“
切
目
自
画
胃
ご
切
凶
印
」
で
閏
、
一
ｍ
吋
巨
胃
０
Ｈ
○
｜
｜
堅
の
Ｏ
」
言
一
も
言
と
胃
め
げ
①
ロ
四
一

・
の
す
い
声
Ｈ
ｐ
ｍ
の
①
ぬ
い
で
四
一
）
の
再
印
］
で
ゆ
ず
と
①
ケ
煙
、
Ｈ
四
口
め
耳
口
の
口
も
四
目
ご
四
国
で
Ｏ
ｐ
ｍ
ｍ
－
唇
〕
』
ぬ
局
〔
の
ロ
”
胃
】
己
｝
一
菅
冒
．
（
〕
回
ロ
』
ず
つ
ゆ
め
庁
の
｜
｛
）
Ｑ
ｍ
ｍ
ｍ
Ｈ
○
］
口
釦
め
い
①
旨
ご
ｍ
○
四
口

、

庁
昏
Ｐ
Ｈ
ｐ
ｍ
ｏ
ｍ
ｇ
旦
館
【
○
目
」
○
｜
’
ず
巳
ｍ
ｍ
Ｒ
ｍ
四
」
ロ
四
ｍ
の
①
門
口
ｍ
Ｏ
ｐ
ｐ
庁
ご
画
胃
固
め
Ｏ
四
二
ヶ
め
い
【
四
］
］
○
ｍ
写
①
、
」
①
」
（
凹
胃
匡
印
目
目
ご
○
ゆ
め
己
四
昏
昌
９
ｍ
の
ウ
四
声
一
【
厨
四
斤
）
四
ｍ
一
旦
の
丘
の
臣
】
ご

鴨
の
鴨
冒
昌
日
呂
忌
且
ご
侭
圃
忌
『
苞
ご
』
の
匿
い
ご
画
切
冒
目
巴
易
恩
【
圃
己
忌
引
打
冒
旨
》
８
｜
｜
弓
の
買
邑
鷺
・
甲
？
‐
．
ご
「
一
切
衆
生
に
は
前
に

、作
さ
れ
た
業
が
あ
る
の
で
は
な
い
と
な
す
の
で
す
か
。
〔
世
尊
は
〕
言
わ
れ
た
。
経
典
の
中
に
は
有
る
と
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
〔
こ
の
経
部
を
〕

聞
く
だ
け
で
、
無
量
阿
僧
祇
に
作
っ
た
諸
々
の
業
は
滅
尽
す
る
で
あ
ろ
う
。
ど
う
し
て
か
と
言
え
ば
、
多
く
の
阿
僧
祇
却
に
亙
っ
て
、
価
間
の
為
に

誓
願
し
て
、
『
私
が
度
脱
し
て
一
切
衆
生
を
度
脱
せ
し
め
ん
。
私
が
度
脱
し
て
一
切
衆
生
を
度
脱
せ
ん
』
と
そ
の
よ
う
に
誓
願
し
た
善
根
に
よ
っ
て
、

如
来
は
、
太
陽
の
光
の
威
力
を
も
っ
て
、
作
ら
れ
た
業
を
残
り
無
く
滅
尽
す
る
で
あ
ろ
う
」

大
正
五
二
六
頁
上
一
○
’
一
一
行
目
。

本
経
と
『
如
来
蔵
経
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
本
経
に
「
如
来
蔵
経
」
の
語
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
注
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
こ

こ
に
挙
げ
て
お
く
。
そ
れ
は
「
如
来
蔵
経
。
不
以
生
死
寿
果
欺
証
」
（
大
正
五
三
九
頁
下
一
三
’
一
五
行
目
）
の
一
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る

チ
ベ
ッ
ト
訳
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
「
こ
の
如
来
蔵
の
経
部
は
、
意
味
な
く
し
て
作
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
命
と
寿
の
果
あ
る
べ
き
で
あ
る
」

（
勺
①
穴
も
い
い
《
ｌ
ｍ
ｌ
Ｐ
）

大
正
五
二
六
頁
上
一
｛

勺
の
穴
七
い
』
Ｃ
ｌ
ｍ
ｌ
い
１
１
⑭
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